
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスクが挿入されターンテーブル上にローディングされ、その後に、ディスクが外部
に排出されてアンローディングされるディスクローディング装置において、
　モータと、
　ディスクの周縁のうちディスクの挿入方向側の周縁を係止する係止部を有し、ディスク
の移動する面と平行な面内で回動可能に設けた第１のアームと、
　先端が途中まで挿入されたディスクの周縁のうちディスクの挿入方向側とは反対側の周
縁を係止する係止部を有し、ディスクの移動する面と平行な面内で回動可能に設けた第２
のアームと、
　ディスクをローディングする過程では、手動によってディスクが途中まで挿入されたと
きに、上記モータによって、上記第２のアームを、その係止部がディスクの周縁を係止し
て押してディスクをディスクローディング装置内に押し込むように回動させ、ディスクを
アンローディングする過程では、上記モータによって、上記 ームを、その係止部
がディスクの周縁を係止して押してディスクをディスクローディング装置の外 し出す
ように回動させるように制御する制御機構と、
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第１のア
に押

ローディングされる過程のディスクを支持案内し、ディスク再生時には、ディスクに対
して離れるディスク支持ガイド機構とを有し、
　該ディスク支持ガイド機構は、
　上側板部と、下側板部と、側板部とよりなるコ字形状であり、且つ、ラックを有し、挿



ことを特徴とするディスクローディング装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はディスクローディング装置に係り、特に、ディスクが水平の姿勢でディスクロー
ディング装置筐体内に挿入され、ターンテーブル上にローディングされるようにしたディ
スクローディング装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、操作者がケースより取り出した裸のディスクを装置のフロントパネルのディス
ク挿入用スロットに挿入する操作を行うと、ディスクが自動的に引き込まれてターンテー
ブル上にローディングされて再生され、再生終了後には、ディスクがディスク挿入用スロ
ットの外に突き出すまで排出される構成のディスクローディング装置がある。
【０００３】
このディスクローディング装置は、ディスクの通路の上側に、ディスクを横切る長い上側
のローラを設け、且つディスクの通路の下側に、ディスクを横切る長い下側のローラを設
け、途中まで水平に挿入されたディスクを上下一対のローラによって挟み、ローラが回転
してディスクを装置の内部に引き込む構成である。
【発明が解決しようとする課題】
従来のディスクローディング装置は、ディスクの通路の上側と下側とに、ディスクを横切
る長いローラを設けた構成であるため、厚さが厚くなってしまい、薄型化を図ることが困
難であった。
【０００４】
また、一方のローラはディスクの記録面と接触することになり、記録面を傷める虞があっ
た。
【０００５】
また、ディスクの移動はローラとディスクとの間の摩擦を利用しているため、ローラが磨
耗すると、ディスクの移動が不安定となる虞があった。
【０００６】
そこで、本発明は、上記課題を解決したディスクローディング装置を提供することを目的
とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１の発明は、ディスクが挿入されターンテーブル上
にローディングされ、その後に、ディスクが外部に排出されてアンローディングされるデ
ィスクローディング装置において、
　モータと、
　ディスクの周縁のうちディスクの挿入方向側の周縁を係止する係止部を有し、ディスク
の移動する面と平行な面内で回動可能に設けた第１のアームと、
　先端が途中まで挿入されたディスクの周縁のうちディスクの挿入方向側とは反対側の周
縁を係止する係止部を有し、ディスクの移動する面と平行な面内で回動可能に設けた第２
のアームと、
　ディスクをローディングする過程では、手動によってディスクが途中まで挿入されたと
きに、上記モータによって、上記第２のアームを、その係止部がディスクの周縁を係止し
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入されるディスクの両側に、ディスクの挿入方向に対して直交方向に移動可能に支持され
たディスク支持ガイド部材と、両側のディスク支持ガイド部材の対向する位置関係にある
ラックが噛み合うピニオンとよりなり、両側のディスク支持ガイド部材が連動して互いに
逆方向に同じ距離移動し、両側のディスク支持ガイド部材の側板部の間でローディングさ
れる過程のディスクの周縁を支持案内し、ディスク再生時には、両側のディスク支持ガイ
ド部材が連動して互いに離れる方向に移動され、両側のディスク支持ガイド部材の側板部
がディスクの周縁から離れる構成とした



て押してディスクをディスクローディング装置内に押し込むように回動させ、ディスクを
アンローディングする過程では、上記モータによって、上記 ームを、その係止部
がディスクの周縁を係止して押してディスクをディスクローディング装置の外 し出す
ように回動させるように制御する制御機構と、
　

としたものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の一実施例になるディスクローディング装置１０をその内部を透視して示し
、図２は図１のディスクローディング装置１０を分解して示す。図３はベース部材に取り
付けてある機構を示す平面図、図４はカバー部材の下面に取り付けてある機構を示す平面
図である。図５は図１のディスクローディング装置１０の内部を透視して示す正面図、図
６は側面図、図７は背面図である。図５、図６、図７及び図８（Ａ）、（Ｂ）及び図９（
Ａ）、（Ｂ）は、高さを誇張して示してある。また、各図は、ディスク１１を挿入する前
の状態を示す。
【００１０】
各図中、Ｘ１、Ｘ２はディスクローディング装置１０の幅方向、Ｙ１、Ｙ２はディスクロ
ーディング装置１０の奥行き方向、Ｚ１、Ｚ２はディスクローディング装置１０の高さ（
厚さ）方向である。ＣＬはディスクローディング装置１０のＸ１、Ｘ２方向の中心をＹ方
向に延在する中心線である。
【００１１】
説明の便宜上、先ずディスクローディング装置１０の概略の動作を説明する。
図８（Ａ）及び図９（Ａ）は、ディスクローディング途中の状態を示し、図８（Ｂ）及び
図９（Ｂ）は、ディスクローディングを完了した状態を示す。
【００１２】
ディスクローディング装置１０は、操作者がケースより取り出した裸のディスク１１をそ
の記録面１１ａを下向きとした水平の姿勢でフロントベゼル１２のディスク挿入用スロッ
ト１３内に挿入する操作を行うことによって、図８（Ａ）及び図９（Ａ）に示す状態とな
り、続いて、概略以下のように動作する。
【００１３】
・第２のアーム（押し込みアーム）８３がディスク１１を押し込む。
【００１４】
・ディスクガイド・支持部材９０，９１が押し込まれるディスク１１を案内すると共に水
平に支える。
【００１５】
・ターンテーブル１４が上昇して、ターンテーブル１４がディスク１１を支持する。
【００１６】
・クランパ１５が解除され、ディスク１１がクランプされて、図８（Ｂ）及び図９（Ｂ）
に示す状態となって、ターンテーブル１４上にローディングされる。
・ターンテーブル用モータ１６が始動し、ディスク１１が回転され、光ピックアップ１７
によって再生される。
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第１のア
に押

ローディングされる過程のディスクを支持案内し、ディスク再生時には、ディスクに対
して離れるディスク支持ガイド機構とを有し、
　該ディスク支持ガイド機構は、
　上側板部と、下側板部と、側板部とよりなるコ字形状であり、且つ、ラックを有し、挿
入されるディスクの両側に、ディスクの挿入方向に対して直交方向に移動可能に支持され
たディスク支持ガイド部材と、両側のディスク支持ガイド部材の対向する位置関係にある
ラックが噛み合うピニオンとよりなり、両側のディスク支持ガイド部材が連動して互いに
逆方向に同じ距離移動し、両側のディスク支持ガイド部材の側板部の間でローディングさ
れる過程のディスクの周縁を支持案内し、ディスク再生時には、両側のディスク支持ガイ
ド部材が連動して互いに離れる方向に移動され、両側のディスク支持ガイド部材の側板部
がディスクの周縁から離れる構成



【００１７】
操作者がイジェクト操作を行うと、ディスクローディング装置１０は、概略以下のように
動作する。
【００１８】
・クランパ１５が上動されて、ディスク１１のクランプが解除される。
【００１９】
・ターンテーブル１４が下降して、ターンテーブル１４がディスク１１の中心孔１１ｂか
ら抜け出る。
【００２０】
・ディスクガイド・支持部材９０，９１がディスク１１を水平に支持する。
【００２１】
・第１のアーム（押し出しアーム）８０がディスク１１をディスク挿入用スロット１３の
外に突き出すまで押し出す。
【００２２】
・フック部材１４０がディスク１１の中心孔１１ｂを引っ掛けて落ちないように支持する
。ディスクローディング装置１０は、図８（Ａ）及び図９（Ａ）に示す状態となる。
【００２３】
次に、ディスクローディング装置１０の構造について説明する。
【００２４】
ディスクローディング装置１０は、筐体２０の内部に、モータ２１、減速ギヤ機構２２、
プレート機構２３、ディスク押し込み・押し出し機構２４、ディスク支持・ガイド機構２
５、ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６、ターンテーブル・光学ピックアッ
プユニット昇降機構２７、クランプ機構２８、クランプ解除機構２９、ディスク引っ掛け
支持機構３０等が組み込まれている構成である。
【００２５】
以下、上記の各機構について説明する。
【００２６】
〔筐体２０〕
図１及び図２に示すように、筐体２０は、ベース部材４０と、カバー部材４１と、フロン
トベゼル１２とよりなる構造である。ベース部材４０は、底板部４０ａと背面板部４０ｂ
とを有する。ベース部材４０には、ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６がＺ
１、Ｚ２方向に移動するように案内するための案内溝４０ａ１、４０ｂ１、４０ｂ２が形
成してある。案内溝４０ａ１は、底板部４０ａの切り起こし片４０ａ２に形成してあり、
案内溝４０ｂ１、４０ｂ２は、背面板部４０ｂに形成してある。カバー部材４１は、天板
部４１ａと、左右の側面板部４１ｂ、４１ｃとを有する。天板部４１ａには、受け部４１
ａ１、４１ａ２が切り起こして形成してあり及び鍔付きピン４１ａ３、４１ａ４がかしめ
てある。これらは、ディスクガイド・支持部材を支持するためのものである。また、天板
部４１ａには、クランプ解除アームを支持するための受け部４１ａ５が切り起こして形成
してある。
【００２７】
図３に示すように、ベース部材４０上には、モータ２１、減速ギヤ機構２２、プレート機
構２３、ディスク押し込み・押し出し機構２４、ディスク支持・ガイド機構２５、ターン
テーブル・光学ピックアップユニット２６、ターンテーブル・光学ピックアップユニット
昇降機構２７が取り付けてある。
【００２８】
図４に示すように、カバー部材４１には、ディスク支持・ガイド機構２５、クランパ２８
、クランプ解除機構２９、ディスク引っ掛け支持機構３０が取り付けてある。
【００２９】
〔モータ２１、減速ギヤ機構２２〕
図２、図３及び図１０に示すように、モータ２１は底板部４０ａの上面に固定してある。
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ギヤ機構２２は、底板部４０ａの上面に設けてあり、回転の伝達の順に、ウォームギヤ５
１、減速平歯車列５２、遊星ギヤ機構５３が並んでいる構成である。
【００３０】
遊星ギヤ機構５３は、軸５４に固定してあるギヤ５５と、軸５４に回転可能に支持されて
いる太陽ギヤ５６と、ギヤ５５にかしめてあるピン５７に回転可能に支持されている遊星
ギヤ５８と、軸５４の上端側に回転可能に支持されているギヤ５９とを有する。遊星ギヤ
５８は太陽ギヤ５６と噛み合っている。ギヤ５９は、外歯車５９ａと内歯車５９ｂとを一
体に有する。内歯車５９ｂが遊星ギヤ５８と噛み合っている。ギヤ５５が遊星ギヤ機構５
３の腕として機能する。軸５４の下端部が底板部４０ａの穴に回転可能に嵌合してある。
外歯車５９ａは、減速平歯車列５２の平歯車列５２ａと噛み合っている。
【００３１】
ギヤ５５は、後述する第１のスライドプレート７０のラック部７０ｂと噛み合っている。
太陽ギヤ５６は、後述するローディングプレート７１のラック部７１ｂと噛み合っている
。遊星ギヤ機構５３は、太陽ギヤ５６が回転を拘束された状態、又は、ギヤ５５が回転を
拘束された状態となる。
【００３２】
モータ２１の回転がウォームギヤ５１→減速平歯車列５２を通して減速され、減速された
回転が遊星ギヤ機構５３のギヤ５９に伝達される。ギヤ５９の回転は、内歯車５９ｂ→遊
星ギヤ５８→太陽ギヤ５６と伝達される。太陽ギヤ５６が回転を拘束された状態では、遊
星ギヤ５８が太陽ギヤ５６の周囲を回わって、ギヤ５５が回転される。遊星ギヤ機構５３
は、遊星ギヤ機構として動作する。ギヤ５５が回転を拘束された状態では、遊星ギヤ５８
の位置が停止しており、ギヤ５９の回転が内歯車５９ｂ→遊星ギヤ５８→太陽ギヤ５６と
伝達され、太陽ギヤ５６が回転される。
【００３３】
図３に示すように、減速平歯車列５２にはカム６０が形成してあり、このカムによってレ
バー６１が揺動され、レバー６１の揺動によってスイッチＳＷ１が駆動されるように設け
てある。スイッチＳＷ１がオンオフを所定回数繰り返したことが検出されると、モータ２
１が停止される。
【００３４】
〔プレート機構２３〕
図２、図３及び図１１に示すように、プレート機構２３は、底板部４０ａの上面に交差し
た状態で配されているＸ方向に摺動する第１のスライドプレート７０とＹ方向に摺動する
ローディングプレート７１とよりなる。
【００３５】
第１のスライドプレート７０は、二つの長穴７０ａをピン７２に案内されてＸ１－Ｘ２方
向に摺動可能に設けてある。この第１のスライドプレート７０は、ラック部７０ｂ、７０
ｃを有し、ピン７０ｄがかしめてあり、且つ、上向きに折り曲げてある垂直板部７０ｅを
有する。垂直板部７０ｅには斜めのスリット７０ｆが形成してある。ラック部７０ｂは、
上記の遊星ギヤ機構５３のギヤ５５に噛み合っている。ラック部７０ｃ、垂直板部７０ｅ
及び斜めのスリット７０ｆは、ターンテーブル・光学ピックアップユニット昇降機構２７
の一部を構成する。
【００３６】
ローディングプレート７１は、三つの長穴７１ａをピン７３に案内されてＹ１－Ｙ２方向
に摺動可能に設けてある。このローディングプレート７１は、ラック７１ｂ、クランク形
状のスリット７１ｃ及び略Ｌ字形状のスリット７１ｄ、ラグ部７１ｅ、ピン７１ｆを有す
る。ラック部７１ｂは上記の遊星ギヤ機構５３の太陽ギヤ５６に噛み合っている。
【００３７】
クランク形状のスリット７１ｃは、上記の第１のスライドプレート７０のピン７０ｄが係
合してある。クランク形状のスリット７１ｃは、Ｙ方向に延在するＹ方向スリット部７１
ｃ１と、Ｘ方向に延在するＸ方向スリット部７１ｃ２と、Ｙ方向に延在するＹ方向スリッ
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ト部７１ｃ３とよりなる構成である。Ｙ方向スリット部７１ｃ１とＸ方向スリット部７１
ｃ２とＹ方向スリット部７１ｃ３とは、連続している。スリット７１ｃとピン７０ｄとに
よって、第１のスライドプレート７０のＸ方向摺動、ローディングプレート７１のＹ方向
摺動を拘束したり、可能としたりしている。
【００３８】
略Ｌ字形状のスリット７１ｄは、Ｘ１とＹ２の間の方向に延びているスリット部７１ｄ１
と、これとつながってＹ方向に延在するＹ方向スリット部７１ｄ２とよりなる。
【００３９】
略Ｌ字形状のスリット７１ｄ及びラグ部７１ｅは、ディスク押し込み・押し出し機構２４
と係わり合う。ピン７１ｆは、ディスクガイド・支持機構２５と係わり合う。
【００４０】
ディスク１１を挿入する前では、図３に示すように、第１のスライドプレート７０はＸ２
方向に位置しており、ローディングプレート７１はＹ２方向に位置している。
【００４１】
〔ディスク押し込み・押し出し機構２４〕
図１、図２及び図３に示すように、ディスク押し込み・押し出し機構２４は、底板部４０
ａの上面であって、筐体２０のＸ２方向の側に設けてある。図１２に併せて示すように、
ディスク押し込み・押し出し機構２４は、第 1のアーム８０と、トーションコイルバネ８
１と、オイルダンパ８２と、第２のアーム８３と、スイッチＳＷ２とよりなる。第 1のア
ーム８０と第２のアーム８３とは、第 1のアーム８０の軸部と第２のアーム８３の軸部と
が近接し、第 1のアーム８０の軸部がＹ１側、第２のアーム８３の軸部がＹ２側とされて
配置してある。
【００４２】
第 1のアーム８０は、基部に、ギヤ部８０ａ及びカム８０ｂを有し、先端の上面にピン８
０ｃを有し、基部を底板部４０ａにかしめてある軸８４に回転可能に支持されており、ト
ーションコイルバネ８１によって時計方向に回動付勢されている。第 1のアーム８０は、
ディスク１１が手動で挿入されたときに、ピン８０ｃに、ディスク１１の挿入方向側の周
縁１１ｃが当接するように設けてある。カム８０ｂは、第 1のアーム８０が反時計方向に
回動されたときに、スイッチＳＷ２を作動させる。ギヤ部８０ａは、底板部４０ａに固定
してあるオイルダンパ８２のギヤ８２ａと噛み合っている。
【００４３】
カム８０ｂの端部８０ｂ１がローディングプレート７１のラグ部７１ｅに当接しており、
第 1のアーム８０の回動位置はローディングプレート７１の位置によって決まる。
【００４４】
第２のアーム８３は、先端に上側に突き出た凸部８３ａを有し、途中の位置の下面にピン
状凸部８３ｂを有し、基部を底板部４０ａにかしめてある軸８５に回転可能に支持されて
おり、ローディングプレート７１の上側に配してある。凸部８３ａは、挿入されたディス
ク１１の周縁１１ｃに対向する高さにある。ピン状凸部８３ｂは、ローディングプレート
７１の略Ｌ字形状のスリット７１ｄに嵌合してあり、第２のアーム８３はローディングプ
レート７１の摺動に応じて回動され、第２のアーム８３の回動位置はローディングプレー
ト７１の位置によって決まる。即ち、ローディングプレート７１の位置が、第 1のアーム
８０及び第２のアーム８１の両方の回動位置を決定する。
【００４５】
ディスク１１を挿入する前では、図３に示すように、第 1のアーム８０は略Ｘ１方向を向
いており、第２のアーム８３はＹ２方向を向いている。凸部８３ａはディスク１１の挿入
を妨害しない位置にあり、ピン８０ｃは挿入されるディスク１１の通路に突き出している
。
【００４６】
また、第 1のアーム８０及び第２のアーム８３は共にＸ―Ｙ面内で回動する。即ち、ロー
デング時及びアンローデング時にディスク１１が移動する面と平行な面内で回動する。よ
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って、ディスクローディング装置１０は薄型となっている。
〔ディスク支持・ガイド機構２５〕
図１、図２、図４、図５、図６及び図１３に示すように、ディスク支持・ガイド機構２５
は、Ｘ１側のディスク支持・ガイド部材９０と、Ｘ２側のディスク支持・ガイド部材９１
と、ピニオン９２とを有する。
【００４７】
Ｘ１側ディスク支持・ガイド部材９０は、ディスク１１をガイドするためのＸ１側の側板
部９０ａと、スリット９０ｂ１が形成してある上側の板部９０ｂと、ディスク１１を支持
するための下側の板部９０ｃとよりなるコ字形状であり、上側の板部９０ｂよりＸ２方向
に突き出た腕部９０ｄ、上側の板部９０ｂよりＹ１方向に突き出たラグ部９０ｅを有する
。腕部９０ｄにはラック９０ｆが形成してある。
【００４８】
Ｘ２側ディスク支持・ガイド部材９１は、ディスク１１をガイドするためのＸ２側の側板
部９１ａと、スリット９１ａ１が形成してある上側の板部９１ｂと、ディスク１１を支持
するための下側の板部９１ｃとよりなるコ字形状であり、上側の板部９１ｂよりＸ１方向
に突き出た腕部９１ｄ、上側の板部９１ｂよりＹ１方向に突き出たラグ部９１ｅを有する
。腕部９１ｄにはラック９１ｆが形成してある。下側の板部９１ｃには、略Ｌ字形状のス
リット９０ｇが形成してある。スリット９０ｇは、Ｘ１方向に延在するスリット部９０ｇ
１と、Ｙ１方向に延在するスリット部９０ｇ２と、Ｘ１とＹ１との中間の方向に延在する
スリット部９０ｇ３とよりなる。
【００４９】
ディスク支持・ガイド部材９０は、スリット９０ｂ１を鍔付きピン４１ａ４に支持され、
ラグ部９０ｅを受け部４１ａ２に支持されて、天板部４１ａの下面にＸ方向に移動可能に
支持されている。ディスク支持・ガイド部材９１も、同じく、スリット９１ｂ１を鍔付き
ピン４１ａ３に支持され、ラグ部９１ｅを受け部４１ａ１に支持されて、天板部４１ａの
下面にＸ方向に移動可能に支持されている。
【００５０】
左右のディスク支持・ガイド部材９０、９１の下側の板部９０ｃ、９１ｃは、上側にディ
スクを支持するディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１を有する。図５に示すように、ディス
ク支持面９０ｃ１、９１ｃ１は、中心線ＣＬ側が最も低く、側板部９０ａ、９１ａに近づ
くにつれて上方に変位する傾斜した平面である。ディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１の傾
斜角は、αである。ディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１が傾斜しているのは、支持するデ
ィスク１１の記録面１１ａを傷めないようにするためである。
【００５１】
また、ラック９０ｆとラック９１ｆとは対向する位置関係にあって、天板部４１ａの下面
に、十字形状の部材９３によって取り付けてあるピニオン９２と噛み合っている。よって
、ディスク支持・ガイド部材９０は、ディスク支持・ガイド部材９１の動きに連動して、
ディスク支持・ガイド部材９１の動きの方向とは逆方向に動く。よって、ディスク支持・
ガイド部材９０、９１は、連動して互いに逆方向に同じ距離移動し、Ｘ方向上中心線ＣＬ
に関して左右対称な関係を常に維持する。また、コイルばね９６によって、ディスク支持
・ガイド部材９１がＸ１方向に付勢されている。
【００５２】
また、対向するディスク支持・ガイド部材９０、９１は、ディスク１１を受け入れる扁平
な空間９５を形成する。この空間９５は、ディスク支持・ガイド部材９０、９１が互いに
離れることによって、Ｘ方向に拡がって、Ｘ方向の幅が変化する。
【００５３】
〔ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６〕
図１、図２、図５、図６及び図１４に示すように、ターンテーブル・光学ピックアップユ
ニット２６は、扁平な形状であり、扁平な形状のハウジング１００に、きえ板状であり、
ターンテーブル１４、光学ピックアップ１７、ターンテーブル用モータ１０１、光学ピッ
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クアップ移動機構１０２が組み込まれている構成である。
【００５４】
ハウジング１００のＹ２方向側の面１００ａには、ピン状突起１０３が、Ｙ２方向側の面
１００ｂには、２本のピン状突起１０４，１０５が設けてある。
【００５５】
ユニット２６は、ピン状突起１０３を切り起こし片４０ａ２の案内溝４０ａ１に嵌合させ
て、且つピン状突起１０４，１０５を夫々背面板部４０ｂの案内溝４０ｂ１、４０ｂ２に
嵌合させて、ベース部材４０の上面に、位置を定められて且つＺ１、Ｚ２方向に移動可能
に支持されている。
【００５６】
〔ターンテーブル・光学ピックアップユニット昇降機構２７〕
図１、図２、図３、図７及び図１４に示すように、ターンテーブル・光学ピックアップユ
ニット昇降機構２７は、第１のスライドプレート７０（図１１参照）と、第２のスライド
プレート１１０と、連結レバー１１３とよりなり、ベース部材４０の上面に設けてある。
ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６は通常はＺ２方向に下降した位置に位置
している。
【００５７】
第１のスライドプレート７０は、スリット７０ｇが切り起こし片４０ａ２に嵌合した状態
にあり、斜めのスリット７０ｆが案内溝４０ａに対向している。
【００５８】
第２のスライドプレート１１０は、図７に示すように、長穴１１０ａ１、１１０ａ２、１
１０ｂ１、１１０ｂ２をベース部材４０の背面板部４０ｂにかしめてあるピン１１１ａ，
１１１ｂ，１１２ａ，１１２ｂに嵌合させて、背面板部４０ｂの内側に垂直の姿勢でＸ１
－Ｘ２方向に摺動可能に設けてある。第２のスライドプレート１１０には、斜めのスリッ
ト１１０ｃ、１１０ｄが形成してある。斜めのスリット１１０ｃは案内溝４０ｂ１に、斜
めのスリット１１０ｄは案内溝４０ｂ２に夫々対向している。斜めのスリット７０ｆと斜
めのスリット１１０ｃ、１１０ｄとは、傾斜の方向が逆である。
【００５９】
第２のスライドプレート１１０は、Ｘ２方向端側に、底板部４０ａの上面に沿う水平の腕
部１１０ｅを有し、この水平の腕部１１０ｅにラック部１１０ｆが形成してある。
【００６０】
また、第２のスライドプレート１１０には、クランプ解除機構２９と関係する一対のラグ
１１０ｇ，１１０ｈが形成してある。
【００６１】
連結レバー１１３は、略中央の穴１１３ａを底板部４０ａにかしめられたピン１１４によ
って底板部４０ａの上面に回動可能に取り付けてあり、Ｙ２方向の端に第 1のピニオン部
１１３ｂ及びスリット１１３ｃを有し、Ｙ１方向の端に第２のピニオン部１１３ｄ及びス
リット１１３ｅを有する。ピニオン部１１３ｂ、１１３ｄ及びスリット１１３ｃ、１１３
ｅは、上記のピン１１４を中心とする円の円弧に沿うように形成してある。底板部４０ａ
の上面において、ピニオン部１１３ｂはＸ方向摺動レバー７０のラック部７０ｃと突き合
わされて噛み合っており、ピニオン部１１３ｄは第２のスライドプレート１１０のラック
部１１０ｆと突き合わされて噛み合っている。
【００６２】
よって、第１のスライドプレート７０と第２のスライドプレート１１０と連結レバー１１
３とは、第１のスライドプレート７０がＸ２方向に摺動すると、ラック部７０ｃとピニオ
ン部１１３ｂとを介して、連結レバー１１３が時計方向に回動され、ピニオン部１１３ｄ
とラック部１１０ｆとを介して、第２のスライドプレート１１０がＸ１方向に摺動し、逆
に、第１のスライドプレート７０がＸ１方向に摺動すると、連結レバー１１３が反時計方
向に回動されて、第２のスライドプレート１１０がＸ２方向に摺動する関係にある。
【００６３】
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なお、図３に示すように、底板部４０ａにかしめてある頭付きのピン１１５，１１６がス
リット１１３ｃ、１１３ｅの縁を押さえており、ピニオン部１１３ｂ、１１３ｄが底板部
４０ａから浮くことを制限している。よって、ピニオン部１１３ｂとラック部７０ｃとの
噛み合い、及びピニオン部１１３ｄとラック部１１０ｆとの噛み合いは確実になされる。
【００６４】
ハウジング１００のピン状突起１０３は、斜めのスリット７０ｆ及び案内溝４０ａ１に嵌
合しており、ピン状突起１０４は、斜めのスリット１１０ｃ及び案内溝４０ｂ１に嵌合し
ており、ピン状突起１０５は、斜めのスリット１１０ｄ及び案内溝４０ｂ２に嵌合してい
る。
【００６５】
よって、Ｘ方向摺動レバー７０がＸ２方向に摺動すると、連結レバー１１３を介して第２
のスライドプレート１１０がＸ１方向に摺動し、斜めのスリット７０ｆ、１１０ｃ、１１
０ｄが夫々ピン状突起１０３、１０４、１０５を押し上げて、ターンテーブル・光学ピッ
クアップユニット２６がＺ１方向に上昇される。逆に、第１のスライドプレート７０がＸ
１方向に摺動すると、連結レバー１１３を介して第２のスライドプレート１１０がＸ２方
向に摺動し、斜めのスリット７０ｆ、１１０ｃ、１１０ｄが夫々ピン状突起１０３、１０
４、１０５を下げて、ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６がＺ２方向に下降
される。
【００６６】
連結レバー１１３と第１のスライドプレート７０と第２のスライドプレート１１０とは底
板部４０ａ上に平面的に並んでおり、重なりあってはいない。よって、光学ピックアップ
ユニット昇降機構２７は、嵩張らず、薄型である。
【００６７】
〔クランプ機構２８〕
図４、図６、図１５、図１６（Ａ），（Ｂ）に示すように、クランプ機構２８は、クラン
パ１５と、クランパ支持部材１２３と、ターンテーブル１４とを有する構成である。図１
６（Ａ），（Ｂ）はクランプ前の状態を示し、図２４はクランプした状態を示す。
【００６８】
クランパ１５は、図１６（Ｂ）に示すように、合成樹脂製のクランパ本体１２１の中央に
円形の鉄板部材１２２が固定してある構成である。クランパ本体１２１は、ディスクに押
し当たるクランプ部１２１ａと、クランプ部１２１ａから外側に拡がるフランジ部１２１
ｂとを有する。クランプ部１２１ａの下面側には、上方に凹状の凹部１２１ｃが形成して
ある。円形の鉄板部材１２２は、凹部１２１ｃの天井部に露出している。
【００６９】
クランパ支持部材１２３は、リングの半分の形状、即ち、略Ｕ字形状を有し、内側にフラ
ンジ状に張り出ている内側フランジ部１２３ａと、外側にフランジ状に張り出ている取り
付け部１２３ｂとを有する。このクランパ支持部材１２３は、取り付け部１２３ｂをカバ
ー部材４１の天板部４１ａの下面に固定されて取り付けてある。クランパ支持部材１２３
は、図４に示すように、後述するクランプ解除部材１３０との配置との関係で、開口１２
３ｃがＸ２方向を向いた向きで取り付けてある。クランプ解除部材１３０のＵ字形状のフ
ォーク部１３０ａが開口１２３ｃに対向している。
【００７０】
図１６（Ａ），（Ｂ）に示すように、ターンテーブル１４は、周囲のフランジ部１４ａと
、中央の凸部１４ｂとを有する。中央凸部１４ｂは、周囲に傾斜面１４ｂ１を有し、円錐
台形状である。中央凸部１４ｂは上面に、凹部１４ｂ２を有する。この凹部１４ｂ２内に
、円板状のバックヨーク１２４と、厚さ方向に着磁してある円板状の永久磁石１２５が、
モータ１６のスピンドル１６ａに嵌合して組み込まれている。
【００７１】
最初の状態では、クランプ機構２８は、図１６（Ａ），（Ｂ）に示す状態にある。クラン
プ解除部材１３０は、クランパ支持部材１２３内に嵌合している。クランパ１５は、クラ
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ンパ支持部材１２３とクランプ解除部材１３０のＵ字形状のフォーク部１３０ａとによっ
て囲まれてクランパ支持部材１２３からの抜け出しを制限され、且つ、フランジ部１２１
ｂがフォーク部１３０ａに載ってＺ１方向に変位した状態で支持されている。ターンテー
ブル１４は下降した位置に位置している。
【００７２】
後述するように、ディスク１１が装置の内部に押し込まれて、第１のスライドプレート７
０と第２のスライドプレート１１０とが摺動すると、クランプ解除部材１３０が時計方向
に図４中二点鎖線で示すように回動して、クランパ支持部材１２３から抜け出すと共に、
ターンテーブル１４がＺ１方向に上昇する。
【００７３】
ターンテーブル１４がＺ１方向に上昇したときに、中央凸部１６ｂがディスク１１の中心
孔１１ｂに嵌合してディスク１１を位置決めし、フランジ部１６ａがディスク１１の下面
のうち中心孔１１ｂの周囲の部分を支持する。クランプ解除部材１３０がクランパ支持部
材１２３から抜け出すと、クランパ１５はフォーク部１３０ａによる支持を解除されて、
Ｚ２方向に変位し、鉄板部材１２２が永久磁石１２５に吸引されて、図２４に示すように
、クランパ１５がターンテーブル１４に磁気的に吸着され、クランパ１５がディスク１１
の上面１１ｄのうち中心孔１１ｂの周囲の部分を押し付けて、ディスク１１がターンテー
ブル１４上にクランプされる。なお、永久磁石１２５と鉄板部材１２２との間には、隙間
１２７が存在している。
【００７４】
ここで、クランプ機構２８は、図１６（Ａ），（Ｂ）に示すクランプ前の状態で、
ディスク１１がクランプされる前の状態で、永久磁石１２５の磁力が鉄板部材１２２に、
鉄板部材１２２を永久磁石１２５の真上の位置に引き寄せる強さで作用するようにしてあ
る。よって、クランパ１５はターンテーブル１４の真上の位置に引き寄せられてセンタリ
ングされている。このため、上記のディスク１１をターンテーブル１４上にクランプする
ときに、クランパ１５の凹部１２１ｃのターンテーブル１４の中央凸部１４ｂへの嵌合が
円滑且つ確実になされ、ディスク１１のターンテーブル１４上へのクランプが確実になさ
れる。
【００７５】
〔クランプ解除機構２９〕
図２、図４、図１５、図１６（Ａ），（Ｂ）に示すように、クランプ機構２８は、クラン
プ解除部材１３０と、第２のスライドプレート１１０とを有する構成である。
【００７６】
クランプ解除部材１３０は、一端側にＵ字形状のフォーク部１３０ａを有し、他端にＺ２
方向に折り曲げたラグ部１３０ｂを有する。フォーク部１３０ａは、クランパ支持部材１
２３の内側に横方向から入り込むサイズを有し、且つ、入り込み易くすべく、図１６（Ａ
）に示すように、楔形状の先端部１３０ａ１、１３０ａ２を有する。
【００７７】
このクランプ解除部材１３０は、中央よりラグ部１３０ｂに寄った位置の穴１３０ｃをカ
バー部材４１の天板部４１ａにかしめられた頭付きのピン１３１によって支持されて、且
つ、フォーク部１３０ａの縁１３０ａ３を天板部４１ａの受け部４１ａ５に支持されて、
天板部４１ａの下面に支持されている。ラグ部１３０ｂは、第２のスライドプレート１１
０の一対のラグ１１０ｇ，１１０ｈの間に係合してある。よって、クランプ解除部材１３
０は、第２のスライドプレート１１０のＸ方向の移動に応じて、天板部４１ａの下面側を
天板部４１ａと平行に回動される。フォーク部１３０ａは、クランパ支持部材１２３より
Ｘ２側に位置している。
【００７８】
図２４に示すように、ディスク１１がクランパ１５によってターンテーブル１４上に磁力
によってクランプされている状態において、ディスク１１をイジェクトする指令が入力さ
れると、第２のスライドプレート１１０がＸ２方向に移動し、クランプ解除部材１３０が
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反時計方向に回動して、フォーク部１３０ａがクランパ支持部材１２３内に入り込んで、
内側フランジ部１２３ａとフランジ部１２１ｂの隙間に入り込んでフランジ部１２１ｂを
押し上げ、クランパ１５はターンテーブル１４との磁気的吸着を解除されターンテーブル
１４から離され、ディスク１１のクランプが解除される。
【００７９】
クランパ支持部材１２３がカバー部材４１の天板部４１ａの下面に固定してあり、クラン
プ解除部材１３０が天板部４１ａの下面をこれと平行に動く構成であるため、クランプ解
除機構２９は薄型の構造となっている。
【００８０】
〔ディスク中心孔引っ掛け支持機構３０〕
図２、図４、図１７、図１８（Ａ），（Ｂ）に示すように、ディスク中心孔引っ掛け支持
機構３０は、フック部材１４０と、Ｕ字形状の板ばね部材１４１と、Ｘ１側ディスク支持
・ガイド部材９０の一部とを有する構成であり、カバー部材４１の天板部４１ａの下面に
設けてある。
【００８１】
フック部材１４０は、一端にディスク中心孔１１ｂを引っ掛けるためのフック部１４０ａ
を有し、他端に腕部１４０ｂを有し、途中に両側に突き出した軸部１４０ｃ、１４０ｄを
有する。フック部材１４０の上面には、Ｕ字形状の板ばね部材１４１の一端部１４１ａが
固定してある。
【００８２】
フック部材１４０は、軸部１４０ｃ、１４０ｄを天板部４１ａに切り起こして形成してあ
る軸受け部４１ａ６、４１ａ７に支持されて、且つ板ばね部材１４１の他端部１４１ｂが
天板部４１ａの下面に当接してＵ字形状の板ばね部材１４１がつぶれる方向に弾性変形さ
れた状態で、天板部４１ａの下面に取り付けてある。軸部１４０ｃ、１４０ｄはＸ方向に
向いており、フック部材１４０はＹ方向に向いており、フック部１４０ａはＹ２方向側に
位置して下向きである。
【００８３】
フック部材１４０のＹ２方向側の腕部１４０ｂは、Ｘ１側ディスク支持・ガイド部材９０
の腕部９０ｄの下面に当接している。腕部９０ｄには、Ｚ２方向に突き出した段部９０ｇ
が形成してある。
【００８４】
最初の状態では、段部９０ｆが腕部１４０ｂに当たっており、フック部材１４０は、図１
８（Ａ）に示すように、略水平の状態にあり、フック部１４０ａはＺ１方向に上がってお
り、ディスク１１の移動する通路より上方に退避している。
Ｘ１側ディスク支持・ガイド部材９０がＸ１方向に移動すると、段部９０ｆが腕部１４０
ｂから外れて、フック部材１４０は、図１８（Ｂ）に示すように、板ばね部材１４１によ
って軸部１４０ｃを中心に反時計方向に回動して傾斜し、フック部１４０ａはＺ２方向に
下がって、ディスク１１の移動する通路内に進入して、ディスク中心孔１１ｂを引っ掛け
ることが可能である状態となる。
【００８５】
以上が、ディスクローディング装置１０の各機構の構成である。
【００８６】
次に、ディスク１１をローディングするときの上記各機構の動作について説明する。
【００８７】
ディスク１１をローディングする以前の状態では、上記各機構は、図３、図４、図１２、
図１３、図１６（Ａ），（Ｂ）、図１８（Ａ）に示す状態にある。ディスク支持・ガイド
機構２５は、図４、図５及び図１９（Ｇ）に示すように、ディスク支持・ガイド部材９０
、９１が中心線ＣＬ側に近づいており、Ｘ方向の幅がＷ１である「狭」の状態にある。幅
Ｗ１は、ディスク１１の直径Ｄより小さい。
【００８８】
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図１９（Ａ）乃至（Ｋ）は、各部材の動作を対応させて示す。
【００８９】
操作者がケースより取り出した裸のディスク１１をその記録面１１ａを下向きとした水平
の姿勢で、図１９（Ｋ）に示すように、フロントベゼル１２のディスク挿入用スロット１
３内に半分以上挿入する操作を行う（ｔ０－ｔ６）。図１９（Ｋ）中、破線は手動による
移動を示し、実線は機構による移動を示す。
【００９０】
この操作によって、図４に示すように、ディスク１１のＹ１側の約４分の１が「狭」の状
態にあるディスク支持・ガイド機構２５の空間９５内に入り、ｔ１で、周縁１１ｃがディ
スク支持・ガイド部材９０、９１の側板部９０ａ、９１ａのＹ２方向端の縁９０ａ１、９
１ａ１に当接する。ここで、ディスク支持・ガイド部材９０、９１はＸ方向上中心線ＣＬ
に関して左右対称の位置にあるため、ディスク１１はＸ方向上の位置を、中心孔１１ｂの
中心が中心線ＣＬと一致するように定められる。ディスク支持・ガイド部材９０、９１は
、連動して互いに逆方向に同じ距離移動し、Ｘ方向上中心線ＣＬに関して左右対称な関係
を常に維持する構成であるため、ディスク１１の中心孔１１ｂの中心が中心線ＣＬと一致
する状態は、ディスク１１がディスク支持・ガイド機構２５の空間９５内に更に入った後
も維持される。
【００９１】
ディスク１１が更に押し込まれると、周縁１１ｃによって押されてディスク支持・ガイド
部材９０、９１が左右に互いに離れる方向に移動され、ディスク１１は空間９５をＸ方向
に広げつつ空間９５内に進入する。
【００９２】
ディスク支持・ガイド部材９１がＸ２方向に移動するとき（ｔ１－ｔ５間）、ピン７１ｆ
が相対的にスリット９１ｇのスリット部９１ｇ１内をＸ１方向に移動する。
【００９３】
ディスク１１の半分が空間９５内に進入すると、周縁１１ｃのうちディスク１１の直径Ｄ
の端の部分が側板部９０ａ、９１ａの内面と接触する状態となる。空間９５のＸ方向の幅
は、ディスク１１の直径Ｄと等しいＷ２となる。ディスク１１は水平の姿勢に支持される
。以後は、ディスク１１は、周縁１１ｃのうちディスク１１のＸ方向直径の端の部分が側
板部９０ａ、９１ａの内面によってガイドされて、ディスク１１の中心孔１１ｂの中心が
中心線ＣＬと一致する状態を維持しつつ、Ｙ１方向に移動する。
【００９４】
なお、ディスク１１のＹ１側は、図２２に示すように、クランパ１５とターンテーブル１
４との間を通ってＹ１に移動する。
【００９５】
ここで、ディスク支持・ガイド部材９０、９１のディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１が傾
斜しているため、図５及び図８（Ａ）に示すように、ディスク１１は記録面１１ａのうち
周縁１１ｃに臨む縁の箇所１１ａ１がディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１と接触し、記録
面１１ａはディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１から浮いて離れている状態となっている。
これによって、ディスク１１がディスク支持・ガイド機構２５の空間９５内に入いる過程
、及び後述するディスク１１がディスク支持・ガイド機構２５の空間９５から出る過程で
、ディスク１１の記録面１１ａは擦られず、よって傷められず、保護される。
【００９６】
なお、ディスク挿入用スロット１３は扁平な逆台形を有しており、ディスク１１がスロッ
ト１３を通るときにも、記録面１１ａが擦られないようになっている。
【００９７】
第２には、ディスク支持・ガイド部材９０、９１が左右に互いに離れる方向に移動される
と、段部９０ｆが腕部１４０ｂから外れて、フック部材１４０は、図１８（Ｂ）に示すよ
うに傾斜可能となる。図１９（Ｈ）のｔ２－ｔ４間に示すように、フック部１４０ａはデ
ィスク１１の中心孔１１ｂ内に一旦入り込み、中心孔１１ｂの反対側の縁の近傍の部分で
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押し上げられる。
【００９８】
第３には、図２０に示すように、挿入されたディスク１１の周縁１１ｃがピン８０ｃを押
して、第 1のアーム８０がトーションコイルバネ８１をねじりつつ反時計方向に回動され
て、図１９（Ａ）に示すようにスイッチＳＷ２がオンとされ、モータ２１が始動される。
ここで、第 1のアーム８０にはオイルダンパ８２が連結してあるため、オイルダンパ８２
が効いて、ディスク１１の挿入は適当に重い感触でゆっくり行われる。
【００９９】
以後、ディスクローディング装置１０の各機構は主にモータ２１によって動作される。
【０１００】
モータ２１の回転が減速ギヤ機構２２を介してプレート機構２３に伝達され、クランク形
状のスリット７１ｃとこれに嵌合しているピン７０ｄとによって、図１９（Ｆ）、（Ｄ）
に示すように、最初にローディングプレート７１がｔ６－ｔ７間でＹ１方向に摺動し、そ
の後一時的に停止し、この停止している間（ｔ７－ｔ８間）に第１のスライドプレート７
０がＸ２方向に摺動して停止し、第１のスライドプレート７０が停止した後に、ｔ８－ｔ
９間でローディングプレート７１が再度Ｙ１方向に摺動する。
【０１０１】
ローディングプレート７１及び第１のスライドプレート７０の摺動によって、ディスク押
し込み・押し出し機構２４、ディスク支持・ガイド機構２５、ターンテーブル・光学ピッ
クアップユニット昇降機構２７、クランプ機構２８、クランプ解除機構２９、ディスク引
っ掛け支持機構３０が所定のタイミングで動作される。
【０１０２】
ローディングプレート７１の最初の摺動によって行われる動作（ｔ６－ｔ７）：
第 1には、ディスク押し込み・押し出し機構２４の第１のアーム８０がラグ部７１ｅによ
って押されて、図１９（Ｉ）及び図２１（Ａ）に示すように反時計（ＣＣＷ）方向に回動
され、ピン８０ｃがＹ１方向に後退する。
【０１０３】
第２には、第２のアーム８３がピン状凸部８３ｂをスリット７１ｄのスリット７１ｄ１に
案内されて、図１９（Ｊ）及び図２１（Ａ）に示すように反時計（ＣＣＷ）方向に回動さ
れ、凸部８３ａが途中まで挿入されたディスク１１のＹ２方向側の周縁１１ｃを押して、
ディスク１１をディスクローディング装置１０内に完全に押し込む。ディスク１１は、中
心孔１１ｂがターンテーブル１４の真上に位置する、図２２に示す状態となる。
【０１０４】
なお、ピン７１ｆは、スリット９１ｇのスリット部９１ｇ２内をＹ１方向に移動する。ピ
ン７０ｄは、相対的にスリット９１ｇのスリット部９１ｇ２内をＹ１方向に移動する。
【０１０５】
第１のスライドプレート７０のＸ２方向の摺動によって行われる動作（ｔ７－ｔ８）：
第１のスライドプレート７０がＸ２方向に摺動すると、連結レバー１１３を介して第２の
スライドプレート１１０が図１９（Ｅ）に示すようにＸ１方向に摺動され、ターンテーブ
ル・光学ピックアップユニット昇降機構２７が図１９（Ｂ）に示すようにＺ１方向に上昇
される。これによって、ターンテーブル１４の中央の凸部１４ｂがディスク１１の中心孔
１１ｂに嵌合し、フランジ部１４ａがディスク１１を支持する。また、光学ピックアップ
１７がディスク１１の記録面１１ａに接近する。
【０１０６】
また、第２のスライドプレート１１０のＸ１方向に摺動によって、図２３（Ｂ）に示すよ
うにクランプ解除部材１３０が時計（ＣＷ）方向に回動され、フォーク部１３０ａがクラ
ンパ支持部材１２３より抜け出し、クランパ１５は図１９（Ｃ）に示すように係止を解除
される。係止を解除されたクランパ１５は永久磁石１２５によってターンテーブル１４に
磁気的に吸着され、ディスク１１が図２４に示すようにターンテーブル１４上にクランプ
される。
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【０１０７】
ローディングプレート７１の再度の摺動によって行われる動作（ｔ８－ｔ９）：
第１には、ディスク押し込み・押し出し機構２４の第１のアーム８０がラグ部７１ｅによ
って更に押されて、図１９（Ｉ）及び図２５（Ａ）に示すように反時計（ＣＣＷ）方向に
回動され、ピン８０ｃがＸ２方向に変位してディスク１１の周縁１１ｃから離れる。
【０１０８】
第２には、第２のアーム８３がピン状凸部８３ｂをスリット７１ｄの端部のＹ方向スリッ
ト部７１ｄ２に案内されて、図１９（Ｊ）及び図２５（Ａ）に示すように時計方向に少し
回動され、凸部８３ａが略Ｘ２方向に変位してディスク１１の周縁１１ｃから離れる。
【０１０９】
第３には、ピン７１ｆがスリット部９０ｇ３内に入り、図１９（Ｇ）及び図２５（Ｂ）に
示すように、ディスク支持・ガイド部材９１がＸ２方向に少し移動され、ディスク支持・
ガイド部材９０がＸ１方向に少し移動され、ディスク支持・ガイド機構２５は「広」の状
態となる。空間９５のＸ方向の幅は、ディスク１１の直径Ｄより大きいＷ２となる。これ
により、図８（Ｂ）に併せて示すように、ディスク支持・ガイド部材９０、９１の側板部
９０ａ、９１ａの内面がディスク１１の周縁１１ｃから離れる。また、ディスク支持面９
０ｃ１、９１ｃ１が傾斜しているため、ディスク支持・ガイド部材９０、９１が互いに離
れる方向に移動することによって、ディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１がディスク１１の
周縁１１ｃの下端、即ち前記の記録面１１ａの縁の箇所１１ａ１から離れる。図８（Ｂ）
中、１５０、１５１は、上記の縁の箇所１１ａ１とディスク支持面９０ｃ１、９１ｃ１と
の間に形成された隙間である。
【０１１０】
上記の第１、第２、第３の動作によって、ディスク１１は周縁１１ｃに対する拘束から解
放され、自由に回転する状態となり、ディスクローディング装置１０にローディングされ
た状態となる。このときまでにスイッチＳＷ１が所定回数オンオフを繰り返しており、モ
ータ２１が停止する。
【０１１１】
続いて、ターンテーブル・光学ピックアップユニット２６が動作し、ディスク１１が回転
されて、光学ピックアップ１７によって再生される（ｔ１０－ｔ１１）。
【０１１２】
次に、ディスク１１をアンローディングするときの各機構の動作について説明する。
【０１１３】
再生終了後にイジェクト操作を行うと、モータ２１が始動して逆転し、図１９（Ｄ），（
Ｆ）のｔ１２－ｔ１５間に示すように、プレート機構２３の第１のスライドプレート７０
が上記のディスクローディング時とは逆の順序で且つ逆方向に動作する。
即ち、図１９（Ｆ）、（Ｄ）に示すように、最初にローディングプレート７１がｔ１２－
ｔ１３間でＹ２方向に摺動し、その後一時的に停止し、この停止している間（ｔ１３－ｔ
１４間）に第１のスライドプレート７０がＸ１方向に摺動して停止し、第１のスライドプ
レート７０が停止した後に、ｔ１４－ｔ１５間でローディングプレート７１が再度Ｙ２方
向に摺動する。プレート機構２３は最初の状態に戻る。
【０１１４】
ローディングプレート７１の最初の摺動によって行われる動作（ｔ１２－ｔ１３）：
第２のアーム８３が、図１９（Ｊ）及び図２３（Ａ）に示すように反時計方向に少し回動
され、凸部８３ａがディスク１１の周縁１１ｃに当接する。また、ルグ部７１ｅがＹ２方
向へ移動し、トーションコイルバネ８２の復元力により、第１のアーム８０が、図１９（
Ｉ）及び図２３（Ａ）に示すように時計方向に回動され、ピン８０ｃがディスク１１の周
縁１１ｃに当接する。図１９（Ｇ）及び図２３（Ｂ）に示すように、ディスク支持・ガイ
ド部材９０、９１が互いに近づく方向に移動して、側板部９０ａ、９１ａの内面がディス
ク１１の周縁１１ｃに当接する。これによって、ディスク１１の周縁１１ｃが拘束される
。
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【０１１５】
第１のスライドプレート７０のＸ１方向の摺動によって行われる動作（ｔ１３－ｔ１４）
：
第１のスライドプレート７０がＸ１方向に摺動すると、連結レバー１１３を介して第２の
スライドプレート１１０が図１９（Ｅ）に示すようにＸ２方向に摺動され、ターンテーブ
ル・光学ピックアップユニット昇降機構２７が図１９（Ｂ）に示すようにＺ２方向に下降
される。また、第２のスライドプレート１１０のＸ１方向に摺動によって、図２３（Ｂ）
に示すようにクランプ解除部材１３０が反時計方向に回動され、フォーク部１３０ａがク
ランパ支持部材１２３内に入り込み、クランパ１５を図１９（Ｂ）に示すように永久磁石
１２５による磁気的吸着力に抗して押し上げる。これによって、図２２に示すように、こ
れによって、ターンテーブル１４の中央の凸部１６ｂがディスク１１の中心孔１１ｂから
抜け出し、クランパ１５がターンテーブル１４から離されて、ディスク１１のクランプが
解除される。
【０１１６】
ローディングプレート７１の再度の摺動によって行われる動作（ｔ１４－ｔ１５）：
第１には、第２のアーム８３がピン状凸部８３ｂをスリット７１ｄに案内されて、図１９
（Ｊ）及び図２０に示すように時計方向に回動され、凸部８３ａは、ディスク１１の通路
から退避する。
【０１１７】
第２には、ラグ部７１ｅがＹ２方向に移動することによって、第１のアーム８０がトーシ
ョンコイルバネ８１によって時計方向に回動され、ピン８０ｃがディスク１１の周縁１１
ｃを押して、ディスク１１がＹ２方向に移動されてフロントベゼル１２より外側に押し出
されてイジェクトされる。ディスク１１は、ディスク支持・ガイド部材９０、９１の側板
部９０ａ、９１ａの内面によって案内されつつ移動される。また、オイルダンパ８２が効
いており、第１のアーム８０の回動はローディングプレート７１の摺動より遅れて低速で
行われ、ディスク１１のイジェクトは低速で行われる。
【０１１８】
段部９０ｆが腕部１４０ｂから外れて、フック部材１４０は、図１８（Ｂ）に示すように
傾斜可能な状態となっている。ディスク１１がＹ２方向に移動されて、中心孔１１ｂがフ
ック部１４０ａに対向すると、ディスク引っ掛け支持機構３０が、図１９（Ｈ）のｔ１７
－ｔ１８間に、図２６（Ａ），（Ｂ）に示すように動作し、フック部１４０ａがディスク
１１の中心孔１１ｂ内に落ち込んで入り込み、フック部１４０ａが中心孔１１ｂの縁を係
止する。よって、図２６（Ａ），（Ｂ）に示すように、ディスク１１が中心孔１１ｂの縁
をフック部材１４０によって引っ掛けられて、Ｙ２方向の移動を停止され、ディスク１１
の半分がフロントベゼル１２より外側に突き出した状態で、落ちない状態に支持された状
態となる。図２６（Ａ），（Ｂ）は、アンローディングが完了した状態である。
【０１１９】
この状態で、操作者は手の指をディスク１１の中心孔１１ｂへ挿入して、ディスク１１を
周縁１１ｃと中心孔１１ｂの縁とで把持して掴んで引く。これによって、フック部１４０
ａがディスク１１の上面に載り上がって中心孔１１ｂから外れ、ディスク１１が取り出さ
れる。
【０１２０】
ディスク１１が取り出されると、ディスク支持・ガイド部材９０、９１はばね９６によっ
て更に接近して、ディスク支持・ガイド機構２５は最初の「狭」の状態となり、その過程
でフック部４０ａがＺ１方向に上昇する。
【０１２１】
なお、本発明は上記実施例に限らず、ディスク１１が垂直の向きで挿入され、ターンテー
ブル・光学ピックアップユニット２６がＸ１、Ｘ２方向に移動する構成とすることも可能
である。
【０１２２】
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【発明の効果】
以上説明したように、請求項１の発明は、ディスクが挿入されターンテーブル上にローデ
ィングされ、その後に、ディスクが外部に排出されてアンローディングされるディスクロ
ーディング装置において、第１のアーム及び第２のアームは、ディスクの移動する面と平
行な面内で回動可能に設けてある構成であるため、ディスクの通路の上側と下側とにディ
スクを横切る長いローラを設けた構成に比べて、薄型化を図ることが出来る。
【０１２３】
また、第１のアーム及び第２のアームは夫々係止部を有し、この係止部がディスクの周縁
を係止して押してディスクをディスクローディング装置内に押し込むように及びディスク
ローディング装置外に排出する方向に移動させる構成であるため、第１のアーム及び第２
のアームはディスクの記録面には接触せず、よって、ディスクのローディング及びアンロ
ーディングをディスクの記録面を傷めることなく行うことが出来る。
【０１２４】
また、第１のアーム及び第２のアームの係止部がディスクの周縁を係止して押してディス
クを移動させる構成であるため、従来の摩擦を利用してディスクを移動させる構成に比べ
て、ディスクのローディング及びアンローディングを確実に行うことが出来る。
【０１２５】
　 ーディングされる過程のディスクを支持案内し、ディスク再生時には、ディス
クに対して離れるディスク支持案内部材を有する構成としたものであるため、ディスクの
ローディング位置への移動を円滑に且つ安定に行うことが出来る。また、ディスク再生時
にはディスク支持案内部材はディスクに対して離れるため、再生時にはディスクの回転に
対して負荷とならず、且つ、ディスクを傷つけないように出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例のディスクローディング装置をその内部を透視して示す斜視図
である。
【図２】図１のディスクローディング装置を分解して示す図である。
【図３】図１のディスクローディング装置のベース部材に取り付けてある機構を示す平面
図である。
【図４】図１のディスクローディング装置のカバー部材の下面に取り付けてある機構を示
す平面図である。
【図５】図１のディスクローディング装置の概略の正面図である。
【図６】図１のディスクローディング装置の概略の側面図である。
【図７】図１のディスクローディング装置の背面図である。
【図８】図１のディスクローディング装置の概略動作を説明するための装置の正面図であ
る。
【図９】図１のディスクローディング装置の概略動作を説明するための装置の側面図であ
る。
【図１０】ギヤ機構を示す図である。
【図１１】プレート機構を示す図である。
【図１２】ディスク押し込み・押し出し機構を示す図である。
【図１３】ディスク支持・ガイド機構を示す図である。
【図１４】ターンテーブル・光学ピックアップユニット及びユニット昇降機構を示す図で
ある。
【図１５】クランプ機構及びクランプ解除機構を示す図である。
【図１６】クランプ解除状態のクランプ機構及びクランプ解除機構を示す図である。
【図１７】ディスク引っ掛け支持機構を示す分解斜視図である。
【図１８】ディスク引っ掛け支持機構を示す側面図である。
【図１９】ディスクローディング時及びディスクアンローディング時の各部品の動作を示
すタイムチャートである。
【図２０】ディスクを挿入したときの状態を示す図である。
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【図２１】ディスクが装置内に完全に押し込められたときの状態を挿入したときの状態を
示す図である。
【図２２】図２１におけるディスクとクランパ及びターンテーブルとの位置関係を示す図
である。
【図２３】ディスクをクランプした状態を示す図である。
【図２４】ディスクをクランプしている状態のクランプ機構を示す図である。
【図２５】ディスクのローディングが完了した状態を示す図である。
【図２６】ディスクのアンローディングが完了した状態を示す図である。
【符号の説明】
１０　ディスクローディング装置
１１　ディスク
１４　ターンテーブル
１７　光学ピックアップ
２０　筐体
２１　モータ
２２　減速ギヤ機構
２３　プレート機構
２４　ディスク押し込み・押し出し機構
２５　ディスク支持・ガイド機構
２６　ターンテーブル・光学ピックアップユニット
２７　ターンテーブル・光学ピックアップユニット昇降機構
２８　クランプ機構
２９　クランプ解除機構
３０　ディスク引っ掛け支持機構
４０　ベース部材
４１　カバー部材
５３　遊星ギヤ機構
７０　第１のスライドプレート
７１　ローディングプレート
８０　第１のアーム
８０ｃ　ピン
８２　オイルダンパ
８３　第２のアーム
８３ｃ　凸部
９０　Ｘ１側のディスク支持・ガイド部材
９１　Ｘ２側のディスク支持・ガイド部材
９０ａ，９１ａ　側板部
９０ｃ，９１ｃ　下側の板部
９０ｃ１、９１ｃ１　ディスク支持面
９２　ピニオン
１１０　第２のスライドプレート
１１３　連結レバー
１２３　クランパ支持部材
１３０　クランプ解除部材
１４０　フック部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(19) JP 3772645 B2 2006.5.10



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】
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